





























全 11章構成で、第 1章の海外研究のサーベイに続き、第 2章で初期の宗教
論、第 3章と第 4章で『人口論』を中心とした経済論・統治論、第 5章と第 6
章で 1750年代の演劇論争や政治論、第 7章から第 9章で『展望』の考察、第
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経済学論究第 72 巻第 3 号
ピア崩壊論経由という回り道を経てということになるが、やはり自然の構造か
ら悪徳の存在を説明している。詳細に見れば、ウォーレスは、自由の乱用を悪
徳の源泉としているから、人間の堕落という原罪観を受け入れていると言えよ
う。だが、悪の必然性そのものは自然の構造から論証されている。このように
両者の神義論には共通点があるが、これまで顧みられることはなかったように
思う。本書がウォーレス研究のみならず、マルサス研究にも刺激を与えること
を期待したい。
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